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広 描

一次元格子場内に於 ける-電子波動函数を,Vbl.terra及びFredbolm 積

分方程式の iterationmethodに依って求めた｡ 8函数型の遇期場に於いて

は良 く知 られたKrCtr止gPe皿 yの relaもionを得､賢一に格子間隔の異なる非

適期場に於いてはその間隔についての分布函数を用いて平均化 された波動函数

を求めた｡

平均操 作の改良及び境界条件を吟味 L,て甲erBySPeCtrum との関係を調

べ る事 が残 されている様 に思われ る｡

岡 田 ･(桧 滑)

絵描EItよって発展 させ られ てきたTransfer旭 もrixMethod-を有収の長

さを もつ Zigzag chai_nsの Skeleもalbendingvibraもioi-1に適用 し,

naximuATnf'requency近傍 において撰ばれた一個のParameterを刺 ､るだ

けで色々の脂肪酸についての実験結果 と可成 り良い一致 をみたO

簡単な皿Odelに基づ く理論 と実験 との対比が直接的に見 られ る数少ない

caseとして今後の発展 が望まれ る.

非 線 型 の 問 題 工

昨年 10月の研究会の結論 として今後振動子系の問題における非線型効果 に

ついていろいろな考察 をす ることが必要であるとい う事,:こな り､今回の研究会

でこの間輝について調べて くること音字なっていた O 戸田 ,斉藤の報告は､いず

れ もこのような非線型現象に関す る報告であった｡

戸出は､唱対論的力学が,運動エネルギーに関 しては非線型の形:.=なってい

て､ Canonicaユ変換 をやれば､座標に於 ける非鋭塾の問題f･=なるとい う立場
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